
１９ Kami

　市では、令和２年度から引き続いて国から交付される新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金を活用し、感染症拡大の防止対策、市民生活支援、事業者支援、地域経済の回復、

新しい生活様式の推進のための取り組み等を進めています。令和4年度は地域電子マネー

kamicaのポイント付与や営業時間短縮要請協力金など、市民の皆さんや事業者の皆さんを支援

する取り組みを行っています。

上記事業のほか、市役所や消防署における感染予防対策事業などを昨年度に引き続き実施して

います。給付要件等の詳しい事業内容については担当課へお問い合わせください。

ICT推進活動
事業費補助金

総事業費
２５０万円

商工観光課

☎５３－１０８４

企画財政課

☎５３－３１１４

教育振興課

☎５３－１０８１

教育振興課

☎５３－１０８１

農林課

☎５３－１０６２

図書館

☎５３－０３０１

全額

総事業費
１４７万円

１／２補助
上限１０万円

１事業者につき
上限９９５万円

１人につき
上限2万ポイント

総事業費
２２０万円

本市の行政サービス情報を簡単に収集できる環境
整備を目指すため、高知工科大学と取り組むAI
チャットボット導入等の活動に対する補助金

高知県農業共済組合が取り扱う農業者向け収入保
険の保険料（掛捨て部分）の一部補助

雇用機会拡大と産業振興のためのサテライトオフ
ィス等の設置を支援する補助金

市民に対する香美市地域限定電子マネーカード
「kamica（カミカ）」への現金チャージに伴う
ポイントの付与

市内小中学校における感染予防対策のための備品
及び消耗品の購入

新型コロナウイルス感染拡大等により中止や延期
となった小中学校の修学旅行のキャンセル料相当
額の補助

コロナ禍における外出自粛等により、図書館を利
用することが困難な方のための移動図書館車によ
る各施設等への巡回

香美市収入保険
制度支援対策

事業

香美市キャッシ
ュレス利用促進
事業費(通常分)

修学旅行キャン
セル料支援事業

学校保健特別対
策事業費補助金

サテライトオフ
ィス等設置促進
事業費補助金

おでかけ図書館
号整備事業

※新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金…『新型コロナウイルス感染症緊急経済対策』におい

て、新型コロナウイルスの感染拡大の防止対策をするとともに、感染拡大の影響を受けている地域経済や住

民生活を支援し地方創生を図るため、国の予算で設立されました。地方公共団体は、地域の実情に応じてき

め細やかな事業を実施することができます。

（香美市への交付限度額：３億８，４０６万）

＜新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した主な取り組み＞

香美市計画総額(令和４年度)　４億３，６９６万円
（令和４年９月末現在）

新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金活用事業

事　業　名 事　業　の　概　要
給付額等
（予定）

問い合わせ先
（担当課）
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俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
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今
月
の
キ
ラ
リ
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委
員
会
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盆
休
み
に
帰
郷
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ひ
さ
し
ぶ
り
に
、
ふ
る
さ
と
の
山
す
そ
の
傾
斜
地
を
、

懐
か
し
い
思
い
で
歩
い
て
い
る
と
、
赤
い
彼
岸
花
が

咲
い
て
い
た
。
彼
岸
花
を
見
る
な
り
、
鮮
明
に
そ
こ

は
よ
く
転
ん
で
遊
ん
で
い
た
場
所
で
あ
る
事
を
思
い

出
だ
し
た
作
者
。
な
つ
か
し
く
、
か
け
が
え
の
な
い

場
所
が
、
今
も
在
る
事
の
幸
せ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
、
郷
愁
を
誘
う
一
句
。
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守
に
団
栗
拾
ひ
を
り

　

氏
神
様
の
杜
で
団
栗
を
拾
う
親
子
。
ど
ん
な
話
し

を
し
な
が
ら
拾
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、

団
栗
で
独
楽
や
や
じ
ろ
べ
え
等
を
作
っ
て
、
遊
ん
だ

話
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
お
子
さ
ん
も
、
き

っ
と
大
き
く
な
っ
た
ら
自
分
の
子
供
と
一
緒
に
、
団

栗
を
拾
う
事
で
し
ょ
う
。
一
緒
に
遊
び
伝
え
る
事
の

大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
、
心
が
あ
た
た
か
く
な
る

一
句
。
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